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術平 均値 を求 め,そ の時 間推 移 を図示 した もので あ る。

これ よ り

(1)住 居 の騒音 暴 露 パター ンの時 間推 移 は個 人の そ

れ と同期 してい る。

(2)こ れ らのパ タ ー ン には都 市(人 間)の1日 の活

動 状 況が 明 白 に投影 され てお り,大 略次 の4つ の時

間帯 に区分 され る。

早 朝 の立上 りの時 間帯6:00～8:00

昼 間 の諸活 動 の時 間帯8:00～18:00

夕方 か ら夜 間 へ の

立下 が りの時 間帯18:00～24:00

夜 間の休止 の時 間帯0:00～6:00

(3)個 人 の暴 露 レベ ル は 日中 で は 約70dBAで あ る

の に対 し,深 夜 は40dBAを 下 回 り活 動時 と睡 眠時 で

は30dBAを 超 え る開 きが あ る。一 方,住 環 境 騒音 で

は 日中60dBA,夜 間50dBAで あ り,昼 夜 の レベル差

は10dBA程 度 と比較 的 小 さ い。

(4)個 人の暴 露 レベル は住 居 の それ に比 し昼 間 は約

10dBA高 いが,夜 間 は逆 に10dBA低 い。両者 の暴 露

レベル は朝 の7時 と夜 の10時30分 ご ろに一致 し,そ

れ ぞれ起 床 及 び就 寝 時刻 にほぼ対応 して い る。

(5)深 夜 にお け る個 人及 び住 居の暴 露 レベ ル差 か ら

建 物 の遮 音 量 は大 略10～15dBAと 推 測 され る。

こ とな どの興 味 あ る事 実 が知 られ る。

1.は じ め に

騒 音 に係 る環 境 基 準 が 閣議 決 定 さ れ た の は昭 和46

年5月,今 か ら24年 前の こ とで あ る。以 来,環 境 行政

を推 進 す る うえで 多大 な役割 を担 って い るが,検 討す

べ き課題 もい ろい ろ とあ るよ うで あ る。 これは生 活環

境 を保 全 し,人 の健 康 の保護 に資す る うえで,維 持 さ

れ るこ とが望 ま しい基 準 とされ,可 及的 速 か に達 成 を

図 るよ う努 め る もの とされ てい るが,実 現 す る こ とは

い まだ に きわ めて困難 な状 況 が続 いて い る。

さて,い うまで もな く環境 騒 音 の主役 は 自動車 で あ

る。 この40年 間で 我 が 国の保 有 台 数 は200倍 もの驚 異

的 な増 加 を示 し,幹 線 道路 沿 いで は基準値 を10dBA以

上超 過 してい る こ と も希で はな い。 それ に環境 基 準 に

い う 「道 路 に面 す る地 域」 の定 義 が必 ず しも明確 で な

いた め,運 用上,時 に支障 を きた す こ とが あ る。 さ ら

に また騒 音評 価 の問題 もあ る。 我 が国で は法 制上,騒

音 レベ ルの 中央値L5。 で環 境 騒 音 を評価 して い るが,

国際的 には等 価騒 音 レベ ル 五。qによ る評 価 が主 流 にな

りつつ あ り,両 評 価量 の 問の対 応 関係 につ い て も十分

に検 討 してお く必要 が あろ う。 本稿 で は主 として名古

屋 市域 にお いて10年 以上 にわ た り実 施 して い るL.qを

べ 一 ス とした個 人 及 び住 居 の騒 音暴 露量 調 査1)～3)に基

づ き,こ れ らの問題 にっ い て考 察 を試 み た。

2.個 人 及び住 居 の騒音 暴 露 レベル の 日変 化

図 一1は1日24時 間 にわた り,個 人 及 び住居 が受 け

る平均 的 な騒音暴 露 パター ンで あ る。 多数 のサ ンプ ル

につ いて各10分 間 ご との 等価 騒 音 レベ ルLeq1/6の 算

*Community Noise Ratings by Leq 

**Kazuhiro Kuno (Mie University) 

***Yoshiaki Mishina, Yasaki Oishi (Daido Inst. of 

Tech.) 

****Akinori Hayashi (Suzuka University of Med. 

Scie. and Tech.) 

***** Youzoh Okumura (Nagoya Municipal Indust. 

Research Inst.)
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3.個 人 の騒 音暴 露 レベ ル と音環 境意 識

日常 の騒 音環 境 に対 す る個 々人(有 職 者)の 意識 と

暴 露 レベ ル との 関係 につ い て調 べ て み よ う。職 場,通

勤,家 庭 等 にお ける騒 音 に対 す る印象 や態 度 と音 の暴

露 レベル との間 には どの よ うな関係 があ るので あろ う

か。 図 一2は 騒音 の大 きさにつ いて の印象 と暴露 レベ

ル との対 応 を,ま た図 一3は その騒音 に対 す る有職 者

の心 理 的態 度 とレベ ル との対 応 をプ ロッ トした もので

あ る。 これ よ り,日 常 の生活 行動 に伴 う70dBA以 下 の

暴 露 で は騒 音 と しての正反 応("大","低 減 希望")の 割

合 が低 いの に比 し,70dBAか ら80dBAに 至 る間 に騒 音

意 識 が 急激 に増 加 して行 く様 子 が理 解 され よ う。80

dBAで は約4割 の 人が"大"と 感 じ,ま た約6割 の 人

が その 音 の低 減 を望 んで い るこ とか ら も分 か るよ うに,

80dBA以 上 の 音 は通 常誰 れ し も招 か ざ る音 とい え よ

う。

行動 別 暴 露 レベ ル の調 査 結 果 か ら も明 らか な よ う

に,2)・5)60～70dBAの 音 の暴 露 は,主 に家庭 内の それで

あ り,家 族 とのだ ん らんや,テ レビ視 聴 な ど我 々 自身

が 自発 的,積 極 的 に音 の発生 や 受聴 にかか わ って い る

場 合 が多 いた め,騒 音 として意識 され るこ とが少 ない

ので あ ろ う。 これ に対 し,職 場 や通 勤で さ らされ る音

は70dBA以 上 で あ るこ とが 多 く,例 え 自 らが その音 の

発 生 に関与 して いた と して も受聴 に は消極 的,受 動 的

な場合 が 多 く,発 生 レベル が高 ければ高 いほ ど,そ の

音 を不 用 な音,余 剰 な音,す な わ ち騒音 と感 じやす い。

職 場 や通 勤 にお け る暴 露 レベル とい え ど も,有 職 者 の

これ らの反 応 を も とに判 断 す る と75dBA以 下 に抑 制

す るこ とが肝 要 と思 われ る。

4.住 居 の騒 音暴 露 量調 査結 果 か ら

こ こで は1日24時 間 にわ た る住 居 の騒 音暴 露 量 測

定 と住民 の生 活環境 調 査 か ら得 られ たデー タ を も とに

住環境 騒 音 の実状 及 び背景,騒 音 に対 す る住民 意識,

道路 の騒 音影 響等 の概 要 を述 べ る。

4.1住 居の 騒音 暴 露 レベルの 実状 とその分 析6)・7)

最 初 に住 居の終 日及 び時 間帯別 の等 価騒 音 レベル の

実状 につ いて述 べ る。環 境基 準 な どに準 じ1日 を朝M

(6:00-8:00),昼 間D(8:00一 一19:00),夕E

(19:00-22:00),夜N(22:00-6:00)の4つ の

時 間帯 に区分 し,こ れ らの時 間帯 にお け る等価 騒 音 レ

ベ ルL.qM,、 乙。qD,L。qE,L。qN及 び終 日の等 価騒 音

レベルL。q24,Ld.に 関 す る累積 度 数分 布 を求 め た結果

を図 一4に 示 す。.Leq24の分 布 は44か ら87dBAま で の40

dBAを 超 す広 が りを有 して い る。 分 布 形 状 は昼 間 の

LeqDと 似 て い るが,全 体 に2dBAほ ど低 レベ ル側 に

位 置 して い る。また,朝,夕 のLeqM及 びL.qEの 分布

はほぼ等 し く,昼 間 の それ に比 し4dBAほ ど低 レベ ル

側 に,さ らに5～6dBA低 い ところ に夜 間 のL。qNが

それ ぞれ分布 して い る こ とが知 られ る。

時間 帯別 の平均 レベル は昼 間 が62dBA,朝,夕 が58

dBA,夜 間 は53dBAで あ り,1日 の それは60dBAで あ

つた。 す な わち,平 均 的 には夜,朝(夕),昼 の時 間帯

の.L。qの問 には それ ぞれ5dBA程 度 の レベ ル差 が 認

図 一2騒 音の暴露 レベル と大 きさ に関 す る有職 者 の印

象4)(騒 音の大 きさに関す る反応割合 とL。q)

図一3騒 音の暴露 レベル と有職者の態度(意 見分布)4)

図 ―4住 居 の 終 日及 び時 間 帯別 暴 露 レベ ル の分 布6)・7)
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め られ る。したが っ て 五dn(夜間 に10dBAの ペ ナル ティ

を付加 した昼 夜騒 音 レベ ル)の 分 布 は 五。qDの 分布 に

近 いこ とも理 解で き よ う。

次 に住 居 を取 りま く周辺 の諸 条件 と住環 境騒 音 との

関連 を把 握 す るた め に多 変量 デー タ解析 の一 手法 とし

て知 られ る数 量化 理 論1類8)を 用 いて得 られ る分析 結

果 につ いて述 べ る。1例 として表 一1に は終 日の等価

騒 音 レベルL.q24に 対 す る分析 結果(諸 要 因の寄 与)を

掲 げ る。各要 因 のL.q24へ の寄 与度 は表 中の偏 相 関係数

で 表 わ され る。最 大 の要 因 は道 路(住 居 近 くの道路 の

交 通量 と道路 まで の距 離)で あ るこ とや,つ いで 用途

地 域 の影響 が強 い こ とが 知 られ る。す なわ ち,い わゆ

る地域類 型(道 路 と土地利 用)に よつて都 市 の住 環境

騒 音 の大要 が説 明 され る葛)

4.2騒 音 に対 す る住 民 意識6)'7)'9)

自宅周辺 の騒 音 の大 きさ,騒 が しさ,う るさ さ等 住

居 の音 環境 に関す る住民 意識 につ いて も同 時 に調 査 を

行 って い る。騒 音 に対 す る住 民意識 は住居 周辺 の諸 条

件 の み な らず家 屋 や住民 の属性 な ど様 々 な ファ クター

が複 雑 に影 響 し合 っ て い るが,数 量 化 理 論II類8)や

ACI(赤 池 の情 報 量基 準)10)を用 い た分 析 結果 に よれ ば,

主要 因 はや は り住 居 の騒 音暴 露量 または そのべ 一 ス と

しての道路 交通 条件 及 び用途地 域 で あ る こ とが 明 き ら

か となつ て い るき)図一5に は 自宅 周辺 の騒 が しさ(静

か さ)と 終 日の等価 騒音 レベ ル 」L。q24との対 応 を示 す。

この図 にお いて元 来連 続 変数 で あ るL。q24の カ テ ゴ リ

へ の分 割 は,デ ー タ解 析 用 の プ ログ ラ ムパ ッケ ー ジ

CATDAPを 用 い るこ とによ り10),静 か さ との対 応 が

AICの 観 点 か ら最 適 とな るよ うに行 われ てい る。L。q24

の分 割 幅 は5.6dBA刻 みで あ り,静 か さに関 す る住 民

意 識 は54.4dBA,60dBA,65.6dBAを 境 と して変化 して

い る。す な わ ち,自 宅 周辺 の静 か さ に関 す る住 民 の意

識 は約5dBAス テ ップで変 化 し,大 略55dBA以 下で は

「静 か」よ りの反 応が8割 を占 め
,他 方65dB以 上 で は「騒

が しい」寄 りの反 応 が6割 に達 し,こ の10dBAの 上 昇

の 間 に反 応割合 の分 布 が大 き く変化 して い る。 さ らに

55～60dBAの 範 囲で は 「静か 」寄 りの反応 が7割,「 騒

が しい」 寄 りの反 応が2割 程 度 で あ る こ とか ら判 断す

る と,五.q24が60dBA以 下で あ れば住 居 の音環境 と して

はあ ま り問題 が な い こ とが知 られ る。

4.3道 路 の影 響11)

住 居 の騒音暴 露 レベ ル や住民 の音 環境 意識 と道路 と

の 関係 につ い て概 説 す る。 まず図 一6に 幹線 道路 か ら

の 距 離 と終 日及 び時 間帯 別 の 住 居 の等 価 騒 音 レベ ル

五。qとの関係 を示 す。幹 線道路 か ら遠 ざか る につ れ て住

居 の騒 音 レベル が低 くなつ て い く様 子 が知 られ る。朝,

昼,夕 の時 間帯 で は20m以 内 と20m以 遠 で,Leqの 減少

傾 向が大 き く異 なつて い る。 前者 で は急激 に減少 す る

の に対 し後 者で は ゆ るや かで飽 和傾 向 にあ る。 す なわ

ち道路 か ら5m以 内 と10～20mの 住 居 で は上 記 の 時

間帯 にお いて いず れ も10dBA以 上 の平 均 レベ ル差 が

あ るの に対 し,20m以 遠 に お け る レベ ル差 は高 々4

dBA程 度 となつ てい る。 一方,夜 間 にお いて は30m以

内 と以 遠で 同様 な傾 向 が認 め られ る。 す な わ ち夜 間の

場 合 には他 の時 間帯 に比 し,幹 線 道路 の影響 がや や遠

方 まで浸 透 して い るこ とが知 られ る。 これ は道 路騒 音

表 一1住 居 の 終 日の騒 音暴 露 レベ ル ーLeq24の分析

(数量 化 理論1類 に よ る)

平 均値:60.OdBA重 相 関係 数:0.71()内 偏 相 関係 数

図 一5自 宅周 辺 の 静 か さ(騒 が しさ)と.L。q24の 対 応9)
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以 外 の生活 騒音 の 占 め る割合 が 夜間 には低 下 す るのが

原 因 と考 え られ る。

次 に騒 音 に対 す る各種 の住 民反 応 を累積 評 定法 を用

いて尺 度化(数 値化)し,幹 線道 路 か らの距 離 と反応

ス コア との関係 を求 めた結果 を図 一7に 示 した 。スコァ

が1に 近 いほ ど騒 音 に対 す る正 反応 の割 合 が高 い こ と

を表 わ して い る。 道路 か ら遠 ざか るに従 い,反 応 ス コ

ア は いず れ もほぼ単調 に減 少 して い る。とくに自宅 周辺

の 騒 音 の大 きさ(IA)に 対 して は顕 著 な減 少 傾 向 が みら

れ る。 ス コア の減 少 傾 向 は この場 合 に も幹 線 道 路 か

ら20m以 内 と以 遠で は明 白な差異 が 認 め られ る。 す な

わ ち20m以 内で はス コアが距 離 とと もに急激 に減 少す

るの に 対 し,そ れ以 遠で は減 少 は鈍化 し飽 和傾 向 にあ

るこ とが知 られ る。

5.L50とLeq

L.qとL5。 の間 の 対 応 関係 につ い て検 討 す る こ とは

騒 音 評価 の上 か ら も,ま た環境 行政 上 か ら も重要 な課

題 で あ る。図 一8に は住 居 の騒 音 レベル の10分 間 ご と

のL.q及 びL5。 の平均 的 な 日変 化パ タ ー ンを示 す。この

日変 化 パ タ ー ン は 名 古 屋 市 域 にお い て 収 集 さ れ た

1,187サ ンプル の住 居 に対 す る 日変 化パ ター ンの算術

平均 をプ ロ ッ トした もので あ る。 これ よ りどの時 間帯

にお い て もL.qとL5。 には約5dBAほ どの差 が 認 め ら

れ る。 また昼 夜 の レベ ル差 はL。q,L,。 とも約10dBAと

なつ てい る。

また用途地 域 と道路 条件 を も とにサ ンプル を類 別 し,

L。qとL,。 に関 す る同 様 な 日変化 パ ター ン を求 め る こ

とによ り以下 の こ とが知 られ る。

02車 線 を超 え る道路 に近 い地 域(20m以 内の地

域)を 除 けばA地 域(住 居系),B地 域(商 工 業系)

と もL。qとL5。 の レベ ル差 は どの時 間帯 にお いて

もお おむ ね5dBA程 度 で あ る。

02車 線 を超 え る道路 に近 い地 域で は時間帯 に よ

るL。qの 変化 が小 さ く,夜間 を除 けばL5。 との レベ

ル差 は約5dBAで あ るが,夜 間 にお いて は レベル

差 が8dBA程 度 に拡 大 す る。

なお,L,。 とL.qの 対応 関係 を見 るには単 に実測 値 問

の対 応 の みで な く騒 音 に対 す る住 民 反応 を考 慮 した

(住民反 応等 価 の)対 応関係 を明 らか にす るこ と も大切

で あ る。

6.検 討

以上,日 常生 活 にお ける個 人及 び住 居 の騒 音暴 露量

の実態 と騒 音環境 に対 す る人々 の反応 に関 す る調 査 結

果 の概 要 を述べ た。最 後 に,暴 露 レベ ル と反応 との間

の主要 な結 果 を整理 し,現 時 点 にお いて どの よ うな指

針 が考 え られ るか検 討 を行 うこ ととす る。

まず,日 常 の生活 行動 に よる個 人 の暴 露 レベ ル は家

図 一6幹 線道路 か らの距離 と住居 の平均暴 露レベル11)

図 一7反 応 ス コア と幹 線道 路 か らの距 離11)

図 ―8住 居 の騒 音 暴 露 レベ ル:」L。q及 び 五,。の 日変化 パ タ
ー ン
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庭 内で は,有 職 者,主 婦 とも60～70dBAで あ り,平 均

としてはお おむ ね65dBA程 度で あ る1)・2)。この レベ ル は

通 常の会 話時 の受 聴 レベル に一 致 して い る こ とは注 目

に値 す る。 人が音 の大 小 や騒 が しさ を判 断 す る最 も自

然 な尺度 は この会 話音 の レベル で あ る と考 え られ るか

らで あ る。 日中の諸活 動 に伴 う暴 露 レベル が70dBAか

ら80dBAに 至 る間 に急 激 に騒 音感 が 増 大 す る こ とか

ら,職 場 や通 勤 にお け る暴 露 レベ ル とい え ど も75dBA

以 下 に抑 制 す るこ とが望 まれ る。 ちな み に この75dBA

とい うの は家庭 内の暴 露 に対 し,強 度的 には10倍,聴

感 的 には約2倍 の大 きさ に相 当す る。 また この75dBA

の音 に1日8時 間 さ らされ た場 合(他 の時 間帯 の暴 露

量 が 無視 され れば)の 終 日の等 価 騒 音 レベ ル 五eq24は

70dBAと な り,EPAが 提 唱 して い る 日常生 活 にお け

る聴 力保護基 準 と一 致す る こ とに な る。一 方,睡 眠 時

の暴 露 レベ ル の指 針 として は,騒 音が 睡眠深 度 に影響

を与 えないた め には,生 理学 的 に は40dBA以 下 で あ る

こ とが必要 とされ て い る12)。

さて,住 居 の終 日の騒 音暴 露 レベルL.q24は 住 民反 応

の結 果 か らす る と60dBA以 下 で あ る こ とが 必 要 で あ

る。 住環 境 騒 音 は 日常 生 活 にお け る背 景 騒 音back-

groundnoiseの よ うな もので あ り,家 庭 内で の会話 や

TV視 聴,休 息 や睡眠 な どの妨 害 に な らない こ とが要

求 され る。建物 の遮 音量 を考 慮 す れば,暴 露 レベ ルが

60dBAの 場 合 に は住 宅 内へ の 侵 入 騒 音 は50dBA以 下

とな り,会 話 やTV視 聴 の妨 げ にはな らな い。 しか し

睡眠 に悪影 響 を与 えな いため には外部 騒音(住 居 の暴

露 レベ ル)は 大 略50dBA以 下 で あ る こ とが 要 求 さ れ

る。再 び図 一1及 び図 一8を なが め る と興 味 あ る事 実

に気 付 く。住 居 の騒 音暴 露 レベ ル の平 均 的 な時間推 移

パ ター ン は昼 間 は ほぼ60dBA,夜 間 は50dBAと なつ て

お り,上 記 の指 針 を満 た して い る こ とが わか る。 そ こ

で もし,こ の暴 露 パター ンが都 市 にお け るご く普 通 の

(平均 的,標 準 的 な)住 環境騒 音 として許 容 され る もの

とす れば,こ れを も とに従 来 の知見 や基 準 との整 合性

に も配慮 し,時 間帯 や地域類 形別 の環 境基 準値 を設定

す るこ とが可 能で あ る。 なお都 市 内 にお け る道路 の騒

音 影響 につ い て は道路 か ら20～30m以 内 の地 域 に お

いて顕著 で あ る こ とが調査 の結 果知 られた。

終 りに本論 文 の作成 に際 し,原 稿 の整 理等 にご協 力

いただ い た山本好 弘技 官(三 重大学 工学 部)に 感 謝致

します。
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